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広報「とよかわ」6月1日号は、
6月中旬から下旬の催しものなどを
お知らせしています。

火災と救急	 （4月）
火災 3件
救急 492件

豊川市消防署管内の発生件数

人口と世帯	 （5月1日現在）
総数 181,513人（＋36人）
男 90,356人（＋64人）
女      91,157人（－28人）
世帯 65,227世帯（＋170世帯）

（　）内は前月比

犯罪発生状況［窃盗］	 （4月）
総数 144件（552件）
住宅侵入 15件 （69件）
自動車関係 35件（111件）
自転車･オートバイ 45件（149件）
その他 49件（223件）
市内の発生件数。（　）内は1月からの累計。豊川警察署調べ
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　赤塚山公園は、四季折々の表情で迎
えてくれます。中でも６月のしょうぶ
園はわたしのお気に入りで、わたしの
誕生月の楽しみのひとつです。

毎週金曜日午後0時15分から25分まで（再放送：午後
７時00分から10分まで）、市のイベント情報やお知ら
せなどを紹介しています。
※番組内容は変更する場合があります。

６月後半の番組
17日 看護職再就業支援研修
24日 豊川の夏まつりについて

毎日 10 回、市のイベント情報や制度などを中心
に放送しています。詳しい放送時間については、
CCNｅｔの番組表、またはホームページをご覧く
ださい。

行政情報文字放送（５分番組）

CCNet コミュニティチャンネル
（デジタル 12ch/ アナログ 10ch） 

とよかわ市政だより

１ 水 花しょうぶ祭（20日まで赤塚山公園）　　市制記念日
２ 木
３ 金
４ 土 水防訓練（9:30〜いこいの広場）
５ 日 いなり楽市（10：00～豊川駅周辺）
６ 月
７ 火
８ 水
９ 木
10 金
11 土 市民呈茶（10:00〜地域文化広場心々庵）

12 日 愛の献血（9:00〜・13:00〜総合体育館）
市民月例茶会（10:00〜地域文化広場）

13 月
14 火
15 水
16 木
17 金 いいな、いなり寿司の日（11:00〜市役所１階ロビー）
18 土
19 日
20 月
21 火
22 水
23 木
24 金
25 土 市民呈茶（10:00〜地域文化広場心々庵）
26 日
27 月
28 火
29 水
30 木

6月 市民カレンダー ［６月１日〜30日］
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　近年、日本各地で野生生物による鳥獣被害が大きな社会問題になっています。
豊川市でも山間部を中心に、野生生物が農作物を荒らしたり、人に危害を加えた
りする問題が発生しています。
　今回の特集では、農業だけにとどまらない鳥獣被害の現状と、その対策に向け
た取り組みについて紹介します。
　詳しいことは、農務課（89 － 2138）へ、お問い合わせください。

�ー広報とよかわ



　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
鳥
獣
被
害
が
問

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

　

市
内
で
は
、
野
生
鳥
獣
が
農
地
に
出

没
し
、
野
菜
や
果
物
を
食
べ
た
り
、
田

畑
を
荒
ら
し
た
り
す
る
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
出
没
す
る
野
生
鳥
獣

は
、
主
に
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
で
、
イ
ネ
、
ミ
カ
ン
、

ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
作
物
に
深
刻
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
へ
の
被
害
は
、
平
成
八
年
ご

ろ
か
ら
、
市
内
で
急
激
に
増
加
し
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
被
害
総
額
、

被
害
面
積
は
年
々
大
き
く
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
農
作
物
以
外
に
も
、
畑
や
水

路
敷
、
広
範
囲
に
わ
た
る
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
林
道
脇
の
地
面
の
掘
り
起
こ
し
に

よ
る
陥
没
被
害
な
ど
も
、
数
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
わ
い
い
姿
に
反
し
て
と
て

も
凶
暴
で
、
伝
染
病
な
ど
を
持
っ
て
い

る
場
合
の
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
や
、
農
作

物
に
穴
を
開
け
た
り
ゴ
ミ
を
荒
ら
し
た

り
す
る
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
も
、
大
き

く
増
え
て
い
ま
す
。　

か
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農
耕
民

族
で
あ
る
日
本
で
は
昔
か
ら
見
ら
れ
、

昔
話
に
は
、
サ
ル
や
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、

ク
マ
な
ど
が
数
多
く
登
場
し
ま
す
。
し

か
し
以
前
は
、
里
山
と
接
し
、
林
に
囲

ま
れ
た
耕
作
地
に
顕
著
で
あ
っ
た
野
生

鳥
獣
の
被
害
が
、
近
年
は
そ
の
範
囲
を

広
げ
て
い
ま
す
。
原
因
の
一
つ
に
、
暖

冬
な
ど
の
環
境
の
変
化
で
、
野
生
鳥
獣

の
生
息
適
地
が
拡
大
し
、
野
生
鳥
獣
が

個
体
数
を
増
加
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
の
担
い
手
不
足
に
よ
る

耕
作
放
棄
地
の
増
加
も
大
き
な
原
因
の

一
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
野
生
鳥
獣
に
と

っ
て
の
格
好
の
生
息
場
所
や
隠
れ
家
と

な
る
た
め
、
農
地
に
出
没
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
狩
猟
者
の
高
齢
化

に
伴
い
、
狩
猟
人
口
が
減
少
し
、
狩
猟

機
会
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
も
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
撮
影
さ
れ
た
、
野
生
鳥
獣
に

よ
る
被
害
を
記
録
し
た
写
真
で
す
（
す

べ
て
平
成
二
十
二
年
撮
影
）。

写
真
１　

サ
ル
に
よ
っ
て
食
い
荒
ら
さ

れ
た
ダ
イ
コ
ン
（
千
両
町
に
て
撮
影
）
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イノシシによって掘り起こされた地面

鳥
獣
被
害
の
実
態

鳥
獣
被
害
の
原
因

近
年
、
市
内
で
も
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。

市
内
で
撮
影
さ
れ
た



　

増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
、
当
初
は
個
々
の
農
家
が
個
人

で
対
策
を
し
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
で
の
被
害

防
除
に
は
限
界
が
あ
り
、
根
本
的
な
対

策
に
は
な
ら
ず
、
被
害
の
軽
減
に
は
つ

な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
集
落
（
共
同
体
）
で
協
力

し
、
組
織
と
し
て
、
鳥
獣
被
害
を
防
止

す
る
た
め
の
対
策
を
行
う
こ
と
が
必
要

に
な
っ
た
の
で
す
。

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
御
油
地
区
で
は
ハ
ク
ビ
シ
ン

や
ア
ラ
イ
グ
マ
が
出
没
し
、
飼
っ
て
い

る
金
魚
や
コ
イ
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と

も
、
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
千
両
地
区
や
御
油
地
区
な

ど
で
は
、
民
家
の
屋
根
や
庭
先
に
サ
ル

や
シ
カ
が
出
没
し
、
保
育
園
の
園
児
を

お
び
え
さ
せ
た
り
、
自
動
車
と
の
接
触

事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
周
辺
な
ど
の
ま

ち
な
か
に
出
没
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人

に
対
す
る
危
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
は
非
常
に
深
刻
で
す
が
、
近
年

は
さ
ら
に
新
た
な
問
題
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
住
宅
周
辺
な
ど
、
ま
ち

な
か
近
く
に
野
生
鳥
獣
が
出
没
す
る
こ

と
で
す
。

　

昨
年
十
月
に
は
、
中
心
市
街
地
で
あ

る
諏
訪
地
区
に
野
生
の
サ
ル
が
迷
い
込

ん
で
き
て
、
数
日
に
わ
た
っ
て
周
辺
を

徘は
い

徊か
い

し
、
民
家
の
干
し
柿
を
食
べ
て
し
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写
真
２　

破
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
（
千
両
町

に
て
撮
影
）

写
真
３　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
っ
て
食
い
荒

ら
さ
れ
た
ミ
カ
ン（
御
津
町
に
て
撮
影
）

　市内で多く見られる有害鳥獣である、イノシシ・ニ
ホンザル・ニホンジカの主な生態と特徴です。山間部
だけでなく、まちなかに出没することもありますので、
気をつけましょう。

鳥
獣
被
害
の
新
た
な

課
題

被
害
防
止
の
た
め
に

昼夜を問わず、エサを求めて活
動する。行動範囲は２から３平

方km。田畑周辺の耕作放棄地を行動
の拠点にしていることが多い。

雑食性で、何でも食べる。跳躍力
にすぐれ、助走しながら、１から

２mの高さを乗り越える。鼻の力が非
常に強く、鼻で50kgぐらいの石を簡単
に動かすことができる。

昼夜を問わず行動する。昼間は
主に森林の中にいて、夜間に農

耕地や草地などに出る傾向がある。
主に植物を食べる。食性の幅が
広く、水稲、大豆、飼料作物など

あらゆる農産物が被害を受ける。ほと
んど助走せずに1.5m以上の障害物を
飛び越えることができる。また、防護柵
などはくぐり抜けることが多い。

主に日中に行動する。休息、睡眠、
毛づくろいなどの社会行動を織

り交ぜながら一定の行動域の中で移
動し、食物を摂取する。

雑食性で、果実、植物の葉、芽の
ほか、昆虫などを食べる。学習能

力は極めて高い。新しいものや状況、
場所を警戒するが、一旦慣れてしまうと
大胆に行動する。
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市
で
は
関
係
機
関
と
協
力
し
、
豊
川

市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
野
生
鳥
獣
の
侵

入
防
除
対
策
や
捕
獲
体
制
の
強
化
、
地

域
の
駆
除
組
合
の
設
立
の
推
進
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

組
織
的
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

鳥
獣
被
害
の
情
報
が
共
有
化
で
き
、
防

護
ネ
ッ
ト
や
捕
獲
お
り
な
ど
を
共
同
で

設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
設
置
後
の
維
持
も
効
率
的
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
鳥
獣
被
害
防
止
へ
の
動
き

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
捕
獲
な
ど
の

一
定
の
成
果
は
出
て
い
る
も
の
の
、
ま

だ
軽
減
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

も
一
層
の
対
策
強
化
を
図
り
、
軽
減
を

目
指
し
ま
す
。

実際に、それぞれの地域で鳥獣被害対
策を行い、日々奮闘されている方の声
を紹介します。

実
際
に
ど
の
よ
う
な
被
害
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
か
？

平
松　

農
作
物
で
は
、
イ
ノ
シ
シ

が
イ
ネ
を
食
い
荒
ら
し
た
り
、
シ

カ
が
ム
ギ
や
マ
メ
を
食
べ
て
し
ま

う
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

効
果
が
あ
っ
た
対
策
は
何
で
す

か
？

小
野　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
対
し

て
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
（
鉄
製

防
護
柵
）で
山
と
の
境
界
を
囲
み
、

地
域
ぐ
る
み
で
防
護
す
る
の
が
効

果
的
で
し
た
。

現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
り

ま
す
か
？

小
野　

わ
な
な
ど
を
設
置
し
て
、

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
し
て
い
ま
す

が
、
捕
獲
し
た
後
の
処
理
が
最
も

問
題
で
す
。
処
理
場
が
限
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
と
、
処
理
で
き

る
人
が
少
な
い
た
め
で
す
。

今
後
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
？

平
松　

今
後
は
若
者
や
農
家
以
外

の
人
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
新

た
な
取
り
組
み
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
鳥
獣
被
害
の
防
止
に
必

要
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

小
野
・
平
松　

ま
ず
、
多
く
の
人

に
野
生
鳥
獣
の
被
害
に
つ
い
て
現

状
を
知
り
、
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
第
一
歩
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
単
に
捕
獲
す
る

だ
け
で
な
く
、
野
生
生
物
と
そ
れ

以
外
の
生
き
物
と
の
「
共
生
」
と

い
う
新
た
な
付
き
合
い
方
が
、
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

御津金野地区有害鳥獣対策協議会
平松善和さん（御津町）

鳥
獣
被
害
防
止
へ
と

立
ち
向
か
う
動
き

豊川市長沢町有害獣類駆除組合
小野博史さん（長沢町）

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
年
々
深
刻
に
な
り
、
個
々
の
農
家
に
よ
る
対
策
で
は
限
界
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
に
立
ち
向
か
う
地
域
の
駆
除
組
合
が
発
足
し
、

市
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。



◦サル追い払い隊（有害鳥獣パトロール）
　追い払いとは、農地や集落に出没する野生鳥
獣に対し、人がさまざまな手段を用いて山へ追
い払うことです。特にサルに対しては「人馴れ」
が進んでしまうため、根気よく追い払う必要が
あります。そこで、サルの出没が多発する地域
を中心に、銃の免許を所有している人を雇用し、
パトロールを実施しています。

◦補助制度
　市内に住居を有し、かつ市内に農地を有する
農家を対象に、以下の補助制度があります。
①電気柵の購入費補助
　経費の４分の１以内とし、上限は 10 万円と
します。購入前に農務課または JA ひまわりへ、
ご相談ください。
②捕獲おりの購入費補助
　経費の２分の１以内とし、上限は 10 万円と
します。購入前に農務課へ、ご相談ください。
③わな免許取得補助
　平成 23 年度からわな免許を取得する人に対
し、講習会費用を補助します。

◦小型捕獲おりの貸し出し
　小型鳥獣（ハクビシン・アライグマなど）に
よる農作物被害
に悩まされてい
る農家に、小型
捕獲おりの貸し
出しを行ってい
ます。

◦豊川市鳥獣被害防止対策協議会
　平成 21 年３年、農務課、県東三河農林水産
事務所普及課、JA ひまわり、豊川市猟友会、
豊川市農業委員会、地域代表が中心となって設
立し、以下のような鳥獣被害の防止対策を行っ
ています。
①捕獲おりの設置
　協議会で捕獲おりを購入し、各地域に設置し
ています。設置・管理はわな免許保有者が行っ
ています。
②防護ネットの設置
　地域の駆除組合や地元有志が有害鳥獣対策

（主にイノシシ）と
して、防護ネットを
設置しました。
③追払いグッズの貸
し出し
　サルが多発する地
域へ、エアガン、ス
ターターの貸し出し
を行っています。

◦農作物鳥獣害対策講演会
　講師に専門家を招き、有効な防除対策や捕獲
檻などの設置方法などについて学ぶ講演会です。
市民を対象に、
毎年年に１から
２回程度開催し、
地域では徐々に
成果が出始めて
います。

�ー広報とよかわ

　

地
域
の
駆
除
組
合
な
ど
が
野
生
鳥
獣

を
捕
獲
し
た
場
合
、
一
頭
あ
た
り
定
額

の
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

捕
獲
対
象
は
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
シ

カ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ
マ
で
、

交
付
対
象
は
駆
除
組
合
な
ど
の
組
織
で

す
。
た
だ
し
、
サ
ル
に
よ
る
被
害
の
多

発
に
伴
い
、
平
成
二
十
三
年
度
は
特
別

に
、
サ
ル
だ
け
は
個
人
で
も
交
付
対
象

と
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
農
務
課
へ
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対象鳥獣 報奨費 交付対象

ハクビシン
アライグマ １頭につき2,000円 組織に交付

イノシシ
シカ １頭につき3,000円 組織に交付

サル １頭につき6,000円 組織・個人に交付

鳥獣駆除報奨金制度
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市
観
光
協
会
は
、
佐
奈
川
に
架
か
る

「
で
あ
い
橋
」
か
ら
「
赤
代
橋
」
ま
で

の
間
で
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
両
岸
約
四
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
三

カ
所
の
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
、

す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方
に
お

菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
肌
寒
く
、
桜
の
花
は
少
な
め

で
し
た
が
、
菜
の
花
は
き
れ
い
な
黄
色

の
花
を
川
岸
に
広
げ
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
休
日
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。　

　

広
場
な
ど
が
あ
り
、
遊
具
も
備
え
て
い

ま
す
。

　

開
園
式
で
は
、
名
板
の
序
幕
の
ほ
か
、

た
こ
揚
げ
大
会
や
花
壇
の
花
植
え
な
ど

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う

な
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。　

　

伊
奈
町
内
会
の
主
催
に
よ
り
、
新
池

公
園
の
開
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公

園
の
名
称
は
、
昔
こ
こ
に
新
池
と
い
う

池
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

新
池
公
園
は
、
広
さ
が
約
一
・
七
㌶

で
、
運
動
広
場
や
芝
生
広
場
、
多
目
的

　

豊
川
市
農
業
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
が
実
施
す
る
、
と
よ
か
わ
就
農

塾
で
は
、
受
講
生
が
栽
培
し
た
キ
ャ
ベ

ツ
を
市
役
所
正
面
玄
関
前
に
お
い
て
配

布
し
ま
し
た
。
そ
の
引
き
換
え
に
お
代

を
募
金
箱
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
東
日

本
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て
被
災
地
に

送
り
ま
し
た
。

　

約
三
百
玉
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
、
数
時
間

で
す
べ
て
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
義
援
金
の
総
額
は

五
万
三
千
九
百
五
十
四
円
で
し
た
。

 15日 ３日

伊
奈
町
で
「
新
池
公
園
」
の
開
園
式

名
板
の
序
幕
や
た
こ
揚
げ
大
会
を
実
施

 ３日

佐
奈
川
・
桜
と
菜
の
花

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催

「
と
よ
か
わ
就
農
塾
」
が

被
災
地
に
義
援
金
を
送
る



月

　

小
坂
井
町
の
菟
足
神
社
で
は
、
満
開

の
桜
の
下
、
春
を
呼
ぶ
伝
統
の
風
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

昼
間
に
目
に
す
る
の
は
珍
し
い
手
筒

煙
火
と
打
ち
上
げ
花
火
に
続
い
て
、
大

き
な
山
車
が
ま
ち
に
引
き
出
さ
れ
ま
し

た
。
山
車
の
上
で
は
小
学
生
に
よ
る
稚

児
の
舞
が
披
露
さ
れ
、
ま
つ
り
に
花
を

添
え
て
い
ま
し
た
。

　

夕
闇
に
包
ま
れ
る
こ
ろ
か
ら
、
打
ち

上
げ
花
火
や
仕
掛
け
花
火
な
ど
が
行
わ

れ
、
春
の
夜
空
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

�ー広報とよかわ

 ９日

さ
わ
や
か
な
春
の
風
の
中

菟
足
神
社
の
風
ま
つ
り

4
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わ
た
し
は
、
ピ
タ
・
コ
チ
ョ

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
に
虫
歯
の
怖
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
歯
磨
き
が

し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
も
ら
お
う
と
、
平
成
十
九
年

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
六
月
の
歯
の
衛
生

週
間
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
歯

科
衛
生
士
の
方
や
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
の
仲
間
た
ち
と
、
市
内
の

保
育
園
や
幼
稚
園
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
活
動
の
テ
ー

マ
は「
子
ど
も
の
心
を
動
か
す
」

で
す
。
事
前
に
企
画
会
議
を
行

い
、
寸
劇
を
や
っ
た
り
、
大
き

な
紙
芝
居
で
絵
を
動
か
し
変
身

さ
せ
た
り
す
る
楽
し
い
企
画
を

考
え
、「
よ
し
、
ピ
タ
・
コ
チ

ョ
み
が
き
や
る
ぞ
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
努
力
の
結

果
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
驚

い
た
表
情
を
見
る
と
、
喜
び
と

元
気
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
る
保
育
園
で
は
、

わ
た
し
が
教
員
を
し
て
い
た
と

き
の
教
え
子
に
再
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
か
わ
い
い
子

ど
も
た
ち
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の

仲
間
、
地
域
の
人
た
ち
と
つ
な

が
る
こ
の
活
動
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
健
康
づ
く
り

ピ
タ
・
コ
チ
ョ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

とよかわ健康づくり計画「健幸家族」

中条町
竹尾真弓さん
（74歳）

視
覚
障
害
者
の
自
立
に
向
け
た 

「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
支
援
し
て
い
ま
す

　

東
三
河
視
覚
障
害
者
自
立
支

援
協
会
（
ビ
ギ
ン
）
は
、
視
覚

障
害
者
の
自
立
に
向
け
た
は
じ

め
の
一
歩
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
視
覚
障

害
者
で
す
が
、
健
常
者
と
力
を

活
用
講
座
、
料
理
教
室
な
ど
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
こ
れ
ら
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
録
音
し
た
図
書

を
再
生
す
る
デ
イ
ジ
ー
再
生
機

の
講
座
な
ど
新
た
な
企
画
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
点
字
教

室
と
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
毎
月
、

定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
や
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
白
杖
の
使
い

方
講
座
、
盲
導
犬
の
体
験
会
、

点
字
の
体
験
会
、
携
帯
電
話
の

合
わ
せ
な
が
ら

活
動
を
し
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ

ー
が
持
つ
視
覚

障
害
者
と
し
て

の
経
験
と
ノ
ウ

ハ
ウ
が
、
わ
た

し
た
ち
の
活
動

を
支
え
る
大
き

な
力
で
す
。

　

今
年
で
結
成

か
ら
三
年
目
を

迎
え
ま
し
た
が
、

視
覚
障
害
の
壁
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
は
じ
め
の
一
歩
を
、
わ

た
し
た
ち
と
一
緒
に
進
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

団体名：東三河視覚障害者自立支援協会（ビギン）
代表者：鬼塚孝子
ＴＥＬ：83－ 0630（とよかわボランティア

センター・市民活動センター内）
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岡田昌也さん（23歳）

　

わ
た
し
は
現
在
、
大
学
院
で
考
古
学
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。
考
古
学
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
中
学
校
の
職

業
体
験
で
経
験
し
た
、
土
器
の
発
掘
で
す
。

　

発
掘
は
気
候
に
左
右
さ
れ
た
り
、
正
確
な

記
録
が
必
要
で
あ
っ
た
り
と
、
体
力
と
緻ち

密み
つ

さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
発
掘
し
た
品
々
か

ら
は
そ
の
当
時
の
人
々
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
今
後
も
楽
し
み
な
が
ら
、
発
掘
調
査

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　保育園が大好きなほのち
ゃん。お料理やお菓子作り
に興味津々だね。いつもお
母さんのお手伝い、ありが
とう。

ほのかちゃん
平成17年５月26日生まれ
森島一弘・朱美さんの長女

　いつもニコニコの笑顔で
パパとママを幸せにしてく
れてありがとう。優しくて
元気いっぱいのお兄ちゃん
になってね。

快
かいせい

成くん
平成20年12月16日生まれ
松浦孝直・櫻子さんの長男

10 ー広報とよかわ

く
だ
さ
る
給
食
は
、
温
か
く
て

と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
特
に

あ
げ
パ
ン
は
最
高
で
す
。

　

ほ
か
に
も
学
校
林
が
あ
っ
た

り
、
学
校
の
前
を
音
羽
川
が
流

れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
長
沢
小

学
校
は
、
み
ん
な
仲
良
く
、
自

然
豊
か
な
学
校
で
す
。

　

ぼ
く
た
ち
長
沢
小
学
校
の
自

慢
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
縦
割
り
班
で
活
動

す
る
、
お
し
ろ
や
ま
班
活
動
で

す
。
掃
除
、
遠
足
、
な
わ
と
び

大
会
な
ど
を
お
し
ろ
や
ま
班
で

行
い
ま
す
。
低
学
年
と
高
学
年

が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
楽
し
く

活
動
す
る
の
で
、
違
う
学
年
の

子
と
も
友
達
に
な
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
児
童
会
が
中
心

と
な
り
、
あ
い
さ
つ
シ
ャ
ワ
ー

週
間
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

全
校
の
み
ん
な
が
だ
れ
に
で
も

あ
い
さ
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
お
い
し
い
給
食

で
す
。
学
校
の
給
食
室
で
調
理

員
さ
ん
が
一
生
け
ん
命
作
っ
て 長沢小学校

スクールリポーター
６年２組
小川脩介さん

「
お
し
ろ
や
ま
班
活
動
」
な
ど
で 

仲
の
良
い
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
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参
加
費　

無
料

整
理
券　

６
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
環
境
課
（
北
庁
舎
２
階
）、

中
央
図
書
館
２
階
事
務
室
で
、
先
着
順

に
配
布

　　

市
で
は
、
豊
川
市
の
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
関
す
る
重
要
な
事
項
や
施
策

な
ど
つ
い
て
、
調
査
審
議
す
る
た
め
の

審
議
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
く
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
対
象
は
、
市
内
に
在
住

の
18
歳
以
上
の
方
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
活
性
課
（
89

局
２
１
６
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

　

市
役
所
窓
口
で
使
用
す
る
広
告
入
り

窓
口
用
封
筒
を
、
無
償
で
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
企
業
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
（
89
局

２
１
３
６
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

市
で
は
、
７
月
７
日
の
ク
ー
ル
ア
ー

ス
デ
ー
に
関
連
し
た
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
や
職

場
で
の
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
課
（
89
局

２
１
４
１
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
廃
油
で
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
ろ

う
！

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で

会
場　

勤
労
福
祉
会
館

対
象　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の

方
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

20
人

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、

先
着
順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、
環
境

課
へ

■
あ
か
り
を
消
し
て
星
空
を
み
よ
う
in

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

日
時　

６
月
25
日
（
土
）
午
後
５
時
30

分
か
ら
６
時
30
分
ま
で

会
場　

ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
館

対
象　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の

方
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内
容　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
鑑
賞
や
、

簡
単
な
実
験
な
ど
を
通
し
て
、
ま
ち
の

あ
か
り
が
星
空
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え

ま
す

定
員　

１
０
０
人

だ
さ
い
。

規
格
・
数
量　

角
型
２
号
（
縦
３
３
２

㍉
×
横
２
４
０
㍉
）
＝
１
万
５
千
枚
▽

角
型
６
号
（
縦
２
２
９
㍉
×
横
１
６
２

㍉
）
＝
10
万
枚

掲
載
面
積　

表
面
、
裏
面
と
も
封
筒
面

積
の
３
分
の
１
程
度

設
置
期
間　

平
成
24
年
１
月
４
日
か
ら

12
月
28
日
ま
で

申
し
込
み　

６
月
15
日
か
ら
30
日
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
け

付
け
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）。「
窓
口

用
封
筒
無
償
提
供
申
込
書
」（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
押
印
し

た
も
の
に
会
社
概
要
な
ど
を
添
付
し
て

直
接
、
市
民
課
（
本
庁
舎
１
階
）
へ
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査
の
上
、
１

社
（
事
業
主
）
を
選
定

そ
の
他　

申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、

豊
川
市
広
告
掲
載
要
綱
、
豊
川
市
広
告

掲
載
基
準
、
広
告
入
り
窓
口
用
封
筒
の

無
償
提
供
に
関
す
る
取
扱
要
領
、
広
告

入
り
窓
口
用
封
筒
無
償
提
供
者
募
集
要

領
（
い
ず
れ
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
の
内
容
を
順
守

す
る
こ
と

無
償
提
供
者
を
募
集

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒

豊
川
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー 

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

廃油を利用したエコキャンドル
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市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
採
用
予
定

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
高
度
・
多
様

化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
人

材
を
求
め
、
本
年
度
も
受
験
者
全
員
に

面
接
試
験
を
実
施
し
、
よ
り
人
物
を
重

視
し
た
採
用
を
行
い
ま
す
。

　

市
が
求
め
る
職
員
像
は
、
①
市
民
感

覚
あ
ふ
れ
る
職
員
②
経
営
感
覚
あ
ふ
れ

る
職
員
③
笑
顔
あ
ふ
れ
る
職
員
④
豊
川

市
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
す
る
職
員
⑤
自
己

変
革
で
き
る
職
員―

の
５
点
で
す
。

こ
れ
ら
の
達
成
に
向
け
て
、
知
恵
を
し

ぼ
り
、
汗
を
か
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
す
方
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※資格取得見込みの方は、免許を取得できなかった場合は採用されません

受
験
者
全
員
を
面
接
し
ま
す

市
職
員
を
募
集
平
成
24
年
４
月
採
用
予
定

　

詳
し
い
こ
と
は
、
人
事
課
（
89
局

２
１
２
２
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

採
用
予
定
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格　

上
表
の
と
お
り

一
次
試
験
日
・
内
容
・
会
場　

７
月
中

旬
＝
面
接
試
験
＝
市
役
所
会
議
室
▽
７

月
24
日
（
日
）
＝
教
養
試
験
・
適
性
検

査
な
ど
＝
勤
労
福
祉
会
館

申
し
込
み　

申
込
書
類
を
人
事
課
（
本

庁
舎
２
階
）
で
配
布
中
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。
関

係
書
類
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
、
人
事

課
（
〒
442―

８
６
０
１
諏
訪
１
の
１
）

へ申
込
期
限　

６
月
18
日
（
土
）
＝
消
印

有
効

職　種 人　員 受　験　資　格
事務職員 10人程度 昭和 58 年４月２日以降に生まれた方

技術職員（土木） ２人程度 昭和 58 年４月２日以降に生まれ、土木（農業土木を含む）の
学科を履修した方

技術職員（建築） １人 昭和 58 年４月２日以降に生まれ、建築の学科を履修した方
技術職員（化学） １人 昭和 58 年４月２日以降に生まれ、化学の学科を履修した方
消防職員 3人程度 昭和 59 年４月２日から平成 6 年４月１日までに生まれた方

保育士（新卒者等対象） 10人程度
昭和 59 年４月２日以降に生まれ、保育士の資格免許を有する
方、または平成 24 年３月 31 日までに免許を取得見込みの方。
ただし、保育士（経験者対象）の受験資格に該当する方を除く

保育士（経験者対象） ３人程度

昭和 27 年４月２日以降に生まれ、保育士の資格免許を有し、
平成 23 年５月末現在保育士または幼稚園教諭としての職務経
験が５年以上あり、採用後、その知識や経験を生かし、保育園
のクラスを受け持つことができる方

職　種 人　員 受　験　資　格

薬剤師 ２人程度 昭和 27 年４月２日以降に生まれ、薬剤師の資格免許を有する方、または平成
24 年３月 31 日までに免許を取得見込みの方

診療放射線技師 ２人程度 昭和 27 年４月２日以降に生まれ、診療放射線技師の資格免許を有する方、ま
たは平成 24 年３月 31 日までに免許を取得見込みの方

臨床検査技師 ２人程度 昭和 27 年４月２日以降に生まれ、臨床検査技師の資格免許を有する方、また
は平成 24 年３月 31 日までに免許を取得見込みの方

理学療法士 １人 昭和 27 年４月２日以降に生まれ、理学療法士の資格免許を有する方、または
平成 24 年３月 31 日までに免許を取得見込みの方

作業療法士 １人 昭和 27 年４月２日以降に生まれ、作業療法士の資格免許を有する方、または
平成 24 年３月 31 日までに免許を取得見込みの方

臨床工学技士 １人 昭和 27 年４月２日以降に生まれ、臨床工学技士の資格免許を有する方、また
は平成 24 年３月 31 日までに免許を取得見込みの方

医療ソーシャルワーカー １人 昭和 58 年４月２日以降に生まれ、社会福祉士と精神保健福祉士の両方の資格
免許を有する方、または平成 24 年３月 31 日までに免許を取得見込みの方

平
成
24
年
４
月
採
用
予
定 

市
民
病
院
で
職
員
を 

募
集
し
ま
す

　

市
民
病
院
で
は
、
平
成
24
年
４
月
採

用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
病
院
庶
務
課

（
86
局
１
１
１
１
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格　

下
表
の
と
お
り

一
次
試
験
日
・
内
容
・
会
場　

７
月
24

日
（
日
）
＝
教
養
試
験
・
適
性
検
査
＝

勤
労
福
祉
会
館

申
し
込
み　

申
込
書
類
を
市
民
病
院
庶

※資格取得見込みの方は、免許を取得できなかった場合は採用されません

務
課
で
配
布
中
（
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。
関
係
書

類
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
、
市
民
病
院

庶
務
課
（
〒
442―

８
５
６
１
光
明
町
１

の
19
）
へ

申
込
期
限　

６
月
18
日
（
土
）
＝
消
印

有
効
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市
民
名
画
劇
場

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

期
日　

６
月
22
日
（
水
）
▼
時
間　

午

前
の
部
＝
10
時
か
ら
▽
午
後
の
部
＝
１

時
30
分
か
ら
▼
会
場　

ジ
オ
ス
ペ
ー
ス

館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
上
映
作
品　
「
破

れ
太
鼓
」
木
下
恵
介
監
督
、
坂
東
妻
三

郎
、
村
瀬
幸
子
ほ
か
出
演
▼
定
員　

各

回
１
０
０
人
▼
会
費　

無
料
▼
申
し
込

み　

当
日
、
会
場
へ

　
星
空
朗
読
会

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

日
時　

７
月
３
日
（
日
）
午
後
３
時
か

ら
４
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

ジ
オ
ス
ペ

ー
ス
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム
▼
対

象　

小
学
４
年
生
以
上
▼
内
容　

お
や

こ
お
は
な
し
の
会
に
よ
る
宮
沢
賢
治
の

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
朗
読
と
星
空
解

説
▼
定
員　

１
０
０
人
▼
会
費　

無
料

▼
整
理
券　

６
月
11
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
か
ら
、
中
央
図
書
館
２
階
事
務

室
で
、
先
着
順
に
配
布

と
よ
か
わ
★
星
空
観
望
会 

「
初
夏
の
星
空
を
見
よ
う
！
」

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

日
時　

６
月
25
日
（
土
）
午
後
７
時

30
分
か
ら
９
時
ま
で
▼
会
場　

赤
塚
山

公
園
▼
内
容　

那
須
香
大
阪
天
文
台
の

中
島
健
次
さ
ん
を
迎
え
て
、
市
内
で
見

え
る
初
夏
の
星
座
の
観
望
会
▼
定
員　

１
０
０
人
▼
会
費　

３
０
０
円
（
当
日

集
金
）
▼
整
理
券　

６
月
８
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
、
中
央
図
書
館
２

階
事
務
室
で
、
先
着
順
に
配
布
▼
そ
の

他　

天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
中
止
の
場
合
は
ジ
オ
ス
ペ
ー

ス
館
で
講
師
に
よ
る
特
別
解
説
を
行
い

ま
す

施
設
め
ぐ
り

秘
書
課
☎
89
局
２
１
２
１
番

日
時　

６
月
30
日
（
木
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
▼
集
合
場
所

　

市
役
所
▼
見
学
施
設　

三
河
天
平
の

里
資
料
館
▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
▽
赤

塚
山
公
園
▽
消
防
署
▼
対
象　

市
内
に

在
住
の
個
人
、
ま
た
は
５
人
以
下
の
グ

ル
ー
プ
（
未
就
学
児
の
同
行
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。）
▼
定
員　

30
人
▼
会
費

　

無
料
（
昼
食
代
と
し
て
２
３
０
円
が

別
に
必
要
）
▼
申
し
込
み　

６
月
15
日

（
水
）
ま
で
受
け
付
け
。
電
話
で
、
秘

書
課
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

七
夕
祭
り

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

　

中
央
図
書
館
で
は
、
７
月
１
日
か
ら

７
日
ま
で
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
な

ど
に
さ
さ
飾
り
を
飾
っ
て
、
七
夕
祭
り

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
コ
ー
ナ
ー

で
は
、６
月
１
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
、

七
夕
に
関
す
る
図
書
を
展
示
し
、
貸
し

出
し
ま
す
。

■
短
冊
を
募
集

　

さ
さ
飾
り
に
飾
る
短
冊
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、

総
合
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。
短
冊

は
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す
。

図
書
館
の
催
し

◦会場：おはなしのへや
◦定員：100人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

◦会場：音羽生涯学習会館児童室
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

音羽図書館
☎80–1355

◦会場：児童コーナー
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

御津図書館
☎56–3538

おやこおはなしの会
６月５日（日）・18日（土）
午前10時30分〜11時
すばなしと絵本の読み聞かせなど

おはなしやさん
６月25日（土）
午後２時〜２時30分
絵本の読み聞かせと手遊びなど

はっぴーたいむ
６月19日（日）
午前11時〜11時45分
絵本の読み聞かせなど

よんでよんでの会
６月17日（金）
午前10時30分〜11時
お気に入りの絵本の紹介と読み聞かせ

おはなしのとびら
６月９日（木）・16日（木）
午前10時30分〜11時
絵本の読み聞かせとパネルシアターなど

中央図書館
☎85–5536

６月５日㈰～18日㈯
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茶
道
講
座
の
親
子
受
講
者
を
募
集

豊
川
文
化
協
会
☎
89
局
７
０
８
２
番

　

初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

日
時　

７
月
27
日
（
水
）、
８
月
３

日
（
水
）
で
全
２
回
。
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

茶
室

「
心
々
庵
」
▼
講
師　

煎
茶
売
茶
流
・

仲
原
恵
峰
さ
ん
▼
対
象　

小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員　

20
人
▼
受
講
料　

１
人
１
千
円
▼
申
し

込
み　

往
復
は
が
き
に
①
講
座
名
②
住

所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
勤
務

先
⑦
一
緒
に
受
講
す
る
子
ど
も
の
人

数
（
２
人
ま
で
）―

を
記
入
の
上
、

豊
川
文
化
協
会
（
〒
442

｜

０
０
６
４
桜

ヶ
丘
町
79
の
２
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

内
）
へ
。
１
人
１
通
だ
け
有
効
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
市
内
に
在
住
、
在

勤
、
ま
た
は
在
学
の
保
護
者
と
子
ど
も

を
優
先
の
上
、
抽
選
▼
応
募
期
限　

７

月
８
日
（
金
）
＝
消
印
有
効

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座 

自
分
流
キ
ャ
リ
ア
の
築
き
方 

～
再
就
職
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
～

生
活
活
性
課
☎
89
局
２
１
６
５
番

日
時　

７
月
１
日
（
金
）・
８
日
（
金
）・

～
男
性
の
た
め
の
介
護
者
交
流
会
～ 

お
や
じ
の
つ
ぶ
や
き
会

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
88
局
８
０
０
５
番

日
時　

６
月
30
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
ま
で
▼
会
場　

ウ
ィ
ズ
豊

川
▼
対
象　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

男
性
や
介
護
の
こ
と
で
不
安
を
感
じ
て

い
る
男
性
▼
定
員　

20
人
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

６
月
10
日
（
金
）

か
ら
、先
着
順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

世
界
の
料
理
教
室

国
際
交
流
協
会
☎
83
局
１
５
７
１
番

日
時　

６
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
１
時
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉

会
館
▼
内
容　

中
国
家
庭
料
理
（
水
ギ

ョ
ー
ザ
、
生
ピ
ー
ナ
ツ
の
煮
物
な
ど
）

を
作
り
ま
す
▼
講
師　

梁
芸
さ
ん
▼

対
象　

15
歳
以
上
の
方
（
中
学
生
を
除

く
）
▼
定
員　

36
人
▼
受
講
料　

一
般

＝
８
０
０
円
▽
会
員
＝
６
０
０
円
▼
申

し
込
み　

６
月
13
日
（
月
）
ま
で
、
受

15
日
（
金
）
で
全
３
回
。
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉

会
館
▼
講
師　

日
本
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協

会
の
竹
内
和
美
さ
ん
▼
対
象　

市
内
に

在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
女
性
▼
定
員　

20
人
▼
受
講
料　

無
料
▼
申
し
込
み　

６
月
13
日
（
月
）
か
ら
、
先
着
順
に
受

け
付
け
。
電
話
で
、
生
活
活
性
課
へ
▼

そ
の
他　

託
児
（
１
歳
以
上
の
未
就
学

児
７
人
ま
で
。
１
人
１
回
１
０
０
円
が

必
要
）
が
あ
り
ま
す
。
６
月
23
日
（
木
）

ま
で
に
電
話
で
、
生
活
活
性
課
へ

パ
ソ
コ
ン
教
室

小
坂
井
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
78
局
３
５
８
６
番

期
日　

７
月
13
日
（
水
）・
14
日
（
木
）・

15
日
（
金
）・
19
日
（
火
）・
20
日
（
水
）

21
日
（
木
）
の
全
６
回
▼
時
間　

昼

の
部
＝
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
▽
夜

の
部
＝
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
▼
対

象　

市
内
に
在
住
の
16
歳
以
上
の
方
▼

内
容　

ワ
ー
ド
・
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
本
講
座
▼
定
員　

各
10
人

▼
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
１
千
４
０
０
円
が
別
に
必
要
）
▼
持

ち
物　

筆
記
用
具
▼
申
し
込
み　

６
月

10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け
（
13
日
を
除

く
）。
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
、
小
坂

井
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

カ
ラ
自
動
車
学
校
▽
７
月
10
日
（
日
）

＝
ユ
タ
カ
豊
川
自
動
車
学
校
▼
時
間　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
▼
対
象　

市

内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
で
普
通
自
動

車
免
許
を
お
持
ち
の
方
▼
内
容　

エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
講
義
や
運
転
実
技
指
導
、

電
気
自
動
車
の
試
乗
体
験
な
ど
▼
定
員

け
付
け
。
電
話
で
、
国
際
交
流
協
会
へ
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

環
境
課
☎
89
局
２
１
４
１
番

期
日
・
会
場　

７
月
３
日
（
日
）
＝
タ

　

各
回
15
人

▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し

込
み　

６
月

３
日
（
金
）

午
前
９
時

か
ら
、
先
着

順
に
受
け
付

け
。電
話
で
、

環
境
課
へ

初
夏
の
星
座
探
訪 

「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
を
撮
ろ
う
」

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

日
時　

６
月
18
日
（
土
）
午
後
３
時
か

ら
▼
会
場　

ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム
▼
内
容　

天
文
研
究

家
・
浅
田
英
夫
さ
ん
に
よ
る
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
」
の
わ
か
り

や
す
い
解
説
▼
定
員　

１
３
７
人
▼
入

場
料　

一
般
＝
３
０
０
円
▽
65
歳
以
上

＝
１
５
０
円
▽
小
・
中
学
生
＝
１
０
０

円
▼
整
理
券　

６
月
８
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
か
ら
、
中
央
図
書
館
２
階
事

務
室
で
、
先
着
順
に
配
布
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で
全
２
回
。
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
40
分
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉
会

館
▼
定
員　

１
８
０
人
▼
受
講
料　

３
千
６
０
０
円
▼
申
し
込
み　

６
月
９

日
か
ら
24
日
ま
で
の
執
務
時
間
中
に
、

先
着
順
に
受
け
付
け
。
所
定
の
用
紙
に

記
入
の
上
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
の
写
し
と
受
講
料
を

添
え
て
直
接
、
消
防
本
部
予
防
課
（
北

庁
舎
５
階
）
へ

リ
サ
イ
ク
ル
講
座 

端
切
れ
か
ら
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス

カ
バ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う

清
掃
事
業
課
☎
89
局
２
１
６
６
番

日
時　

６
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時
か

ら
▼
会
場　

勤
労
福
祉
会
館
▼
定
員　

20
人
▼
会
費　

無
料
▼
持
ち
物　

40
㌢

四
方
の
布
２
枚
、
ボ
タ
ン
２
個
、
裁
縫

道
具
▼
申
し
込
み　

６
月
17
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、先
着
順
に
受
け
付
け
。

電
話
で
、
清
掃
事
業
課
へ

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

総
合
体
育
館
☎
86
局
５
１
７
５
番

日
時　

７
月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
か

ら
（
雨
天
の
場
合
は
30
日
）
▼
会
場　

市
野
球
場
▼
対
象　

市
内
に
在
住
、
ま

た
は
在
勤
の
小
学
３
年
生
以
上
▼
参

加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

６
月
18
日

（
土
）
ま
で
受
け
付
け
。
所
定
の
用
紙

に
記
入
の
上
、
総
合
体
育
館
へ

第
２
期
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

総
合
体
育
館
☎
86
局
５
１
７
５
番

■
男
子

日
時　

７
月
４
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で

の
月
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
６
時
30
分

か
ら
９
時
ま
で
▼
会
場　

総
合
体
育
館

▼
対
象　

小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
▼
参
加
費　

４
千
円
（
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
料
を
含
む
。
６
月
27
日
の
説
明

会
時
に
集
金
）
▼
申
し
込
み　

６
月
19

日
（
日
）
ま
で
受
け
付
け
。
直
接
、
ま

た
は
電
話
で
、
総
合
体
育
館
へ

■
女
子

日
時　

７
月
２
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で

の
月
曜
日
、
火
曜
日
、
土
曜
日
、
ま
た

は
日
曜
日
で
全
11
回
。
午
後
６
時
30
分

か
ら
９
時
ま
で
▼
会
場　

総
合
体
育
館

▼
対
象　

小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
▼
参
加
費　

３
千
円
（
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
料
を
含
む
。
６
月
26
日
の
説
明

会
時
に
集
金
）
▼
申
し
込
み　

６
月
18

日
（
土
）
ま
で
受
け
付
け
。
直
接
、
ま

た
は
電
話
で
、
総
合
体
育
館
へ

国
際
理
解
講
座「
中
国
を
知
る
」

国
際
交
流
協
会
☎
83
局
１
５
７
１
番

　

全
５
回
の
講
座
で
す
。

期
日
・
テ
ー
マ
・
講
師　

左
表
の
と

お
り
▼
時
間　

午
後
２
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
▼
会
場　

健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
▼
定
員　

70
人
▼
受
講
料　

一
般
＝

２
千
８
０
０
円
▽
会
員
＝
２
千
３
０
０

円
▼
申
し
込
み　

６
月
８
日
か
ら
20
日

ま
で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
。
受
講

料
を
添
え
て
、
直
接
、
国
際
交
流
協
会

へ
▼
そ
の
他　

定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
、当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

当
日
の
受
講
料
は
２
０
０
円
増
し

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課
☎
89
局
９
６
８
２
番

日
時　

７
月
13
日
（
水
）・
14
日
（
木
）

男女共同参画週間
記念講演会

　ワーク・ライフ・バランスとは、働
く人が仕事と生活を、調和のとれた状
態にすることです。この仕事と生活の
調和について、父親の子育てを中心に
分かりやすく講演します。
日時　６月 26 日（日）午後１時 30 分
から３時まで ▼会場　勤労福祉会館 ▼

講師・内容　神戸常盤大学短期大学部
准教授・小崎恭弘さんによる「ワーク・
ライフ・バランス はじめの第一歩 ～
父親を楽しもう～」と題した講演 ▼対
象　市内に在住、在勤、または在学の
方 ▼定員　50 人 ▼参加費　無料 ▼申
し込み　６月６日（月）から、先着順
に受け付け。電話で、生活活性課へ ▼

その他　託児（１歳以上の未就学児７
人まで。１人につき 100 円が必要）が
あります。６月 17 日（金）までに電
話で、生活活性課へ

生活活性課☎89－2165

※いずれも土曜日

期　日 テ　ー　マ 講　師

６月25日 中国人とのコミュ
ニケーション（１）

愛知大学地域政策学
部教授 荒川清秀さん

７月 ２日 中国経済の光と影 愛知大学経済学部教
授 李春利さん

７月 ９日 中国人とのコミュ
ニケーション（２）

愛知大学現代中国学
部教授 薜鳴さん

７月16日 中国人と40年「昨
日、今日、明日」

蝶理㈱取締役中国総
代表 井上邦久さん

７月23日
中国現代映画入門 
フォ・ジェンチイ
監督について

愛知大学現代中国学
部准教授 藤森猛さん

訂正とおわび
　広報「とよかわ」５月 15 日号 11 ページでお知らせしました「若年者向け就職相談窓口を開設しています」の記事のうち、
若者就職相談の日時が「毎月第２・４金曜日の午後１時から４時まで」とあるのは、「毎月第２金曜日の午後１時から４時まで」
の誤りでした。訂正しておわびします。問合せ先　商工観光課（89 － 2140）
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小
学
生
水
泳
教
室
参
加
者
と

指
導
者
募
集

豊
川
市
水
泳
協
会
事
務
局（
大
須
賀
）

☎
86
局
５
８
７
５
番

　

水
泳
教
室
の
参
加
者
と
指
導
者
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

日
時　

１
期
＝
７
月
25
日
か
ら
29
日
ま

で
の
全
５
回
▽
２
期
＝
８
月
１
日
か
ら

５
日
ま
で
の
全
５
回
。
い
ず
れ
も
午
前

９
時
か
ら
11
時
ま
で
▼
会
場　

市
プ
ー

ル
▼
対
象　

市
内
に
在
住
で
、
泳
力
が

15
㍍
未
満
の
小
学
生
▼
定
員　

各
70
人

▼
受
講
料　

５
千
円
▼
申
し
込
み　

往

復
は
が
き
に
①
希
望
す
る
日
程（
１
期
、

ま
た
は
２
期
）
②
住
所
③
氏
名
④
学
校

名
⑤
学
年
⑥
性
別
⑦
泳
力
⑧
保
護
者
氏

名
⑨
電
話
番
号
⑩
健
康
状
態
な
ど
で
留

意
す
る
点―

を
記
入
の
上
、
豊
川
市

水
泳
協
会
事
務
局
（
〒
442―

０
８
５
１

野
口
町
新
屋
敷
68
の
２
大
須
賀
宅
）へ
。

１
人
１
通
だ
け
有
効
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
▼
申
込
期
限　

６
月
24
日

（
金
）
＝
必
着

■
指
導
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

対
象　

市
内
に
在
住
で
、
水
泳
経
験
の

あ
る
大
学
生
以
上
▼
募
集
人
員　

５

日
間
以
上
参
加
指
導
で
き
る
方
で
約
10

人
▼
申
し
込
み　

は
が
き
に
①
住
所
②

氏
名
③
性
別
④
電
話
番
号
⑤
水
泳
略

歴―

を
記
入
の
上
、
豊
川
市
水
泳
協

会
事
務
局
へ
▼
申
込
期
限　

６
月
24
日

（
金
）
＝
必
着

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
課
☎
89
局
２
１
６
９
番

　
「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針
」
に
係
る
変
更
案
を
縦

覧
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ

る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
県
知
事
へ
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

６
月
14
日
か
ら
28
日
ま
で

の
執
務
時
間
中
▼
閲
覧
場
所　

県
都
市

計
画
課
、
市
都
市
計
画
課
（
北
庁
舎
３

階
）

市
・
県
民
税
の 

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

市
民
税
課
☎
89
局
２
１
２
９
番

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
、
年
金
受
給
者

の
納
税
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
公
的
年
金
等
の
所
得

に
係
る
市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
（
公

的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
変
更
と
な
る

の
は
納
付
方
法
だ
け
で
、
新
た
な
税
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
税
額
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

６
月
中
旬
に
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
期
間
の
児
童
ク
ラ
ブ 

入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け

子
ど
も
課
☎
89
局
２
１
３
３
番

　

夏
休
み
期
間
中
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

開
設
時
間　

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
▼
休
日　

土
・
日
曜
日
と
８
月
15

日
（
月
）
▼
対
象　

市
内
の
小
学
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
。
た
だ
し
、
定

員
を
超
え
た
場
合
に
は
、
入
所
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
４
年
生
以

上
に
つ
い
て
は
、
定
員
に
余
裕
が
あ
れ

ば
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
費
用

　

７
月
＝
７
千
５
０
０
円
▽
８
月
＝

１
万
５
千
円
▼
申
し
込
み　

６
月
12
日

か
ら
15
日
ま
で
受
け
付
け
。
12
日（
日
）

は
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
13
日
か

ら
15
日
ま
で
は
執
務
時
間
中
に
申
込
用

紙
に
記
入
の
上
、
子
ど
も
課
（
本
庁
舎

１
階
）
へ
。
申
込
用
紙
は
、
各
ク
ラ
ブ

と
子
ど
も
課
に
あ
り
ま
す
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）
▼
そ
の
他　

も
ち
の
木
児
童

ク
ラ
ブ
（
93
局
７
４
３
６
番
）、
ひ
ま

わ
り
ク
ラ
ブ
（
87
局
６
１
２
０
番
）、

す
き
っ
ぷ
ク
ラ
ブ
（
75
局
２
２
８
６

番
）、
フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
（
78
局

３
１
９
０
番
）、
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
（
72

局
６
３
８
７
番
）
に
つ
い
て
は
、
直
接

各
ク
ラ
ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

地上アナログテレビ放送終了まであと53日
　地上アナログテレビ放送は、平成 23 年 7 月 24 日正午にすべての放送が終了します。それによりアナログ電波を受信してい
る家庭用テレビ、車載テレビ、ビデオなども利用できなくなりますので、地上デジタル放送への移行準備をお急ぎください。問
合せ先　総務省地デジコールセンター（0570 － 07 － 0101）

ご意見をお寄せください
パブリックコメント手続

　市では、「パブリックコメ
ント手続」により、「豊川市
汚水適正処理構想（案）」に
対するご意見を募集します。
募集期間は、６月６日から７
月５日までです。
　内容の詳細については、下
水整備課（一宮庁舎３階）で
ご覧いただけます。また、市
役所 1 階ロビー、音羽・御津・
小坂井支所、プリオ窓口セン
ター（プリオビル５階）、豊川・
御油・牛久保・八南の各公民
館でもご覧いただけます。市
ホームページにも掲載してい
ます。
　詳しいことは、下水整備課

（93 － 3115）へ、お問い合わ
せください。
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

説
明
会
・
講
習
会
を
開
催

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

☎
86
局
５
０
４
０
番

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
で
は
、
援
助
会
員
（
子
育
て
の
援

助
を
し
た
い
人
）
と
依
頼
会
員
（
子
育

て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
）
の
登
録
の

た
め
の
説
明
会
と
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

６
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
か

ら
４
時
15
分
ま
で
▼
会
場　

市
催
事
場

（
プ
リ
オ
ビ
ル
５
階
）
▼
対
象　

援
助

会
員
＝
市
内
に
在
住
し
、
自
宅
で
子
ど

も
を
預
か
れ
る
方
（
年
齢
・
性
別
・
資

格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
）
▽
依
頼
会
員

＝
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学

の
方
▽
両
方
会
員
＝
援
助
・
依
頼
を
兼

ね
る
方
▼
申
し
込
み　

６
月
20
日（
月
）

ま
で
受
け
付
け
。
電
話
で
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
▼
そ
の

他　

依
頼
会
員
は
説
明
会
だ
け
で
す
。

援
助
会
員
は
説
明
会
と
講
習
会
の
終
了

後
に
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。
会

場
で
は
託
児
も
あ
り
ま
す

看
護
師
・
准
看
護
師
の 

再
就
業
を
支
援
し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
89
局
０
６
１
０
番

　

市
で
は
、
看
護
師
・
准
看
護
師
の
資

格
を
お
持
ち
で
、
現
在
、
何
ら
か
の
事

情
で
看
護
職
に
つ
い
て
い
な
い
方
を
対

象
に
、
医
療
機
関
へ
の
復
帰
を
支
援
す

る
た
め
、
看
護
職
再
就
業
支
援
研
修
を

実
施
し
ま
す
。

■
Ａ
コ
ー
ス

期
日　

７
月
14
日
（
木
）
▼
内
容　

バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
測
定
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
、
身
体
移
動
の
技
術
な
ど

■
Ｂ
コ
ー
ス

期
日　

７
月
15
日
（
金
）
▼
内
容　

採

血
、
注
射
、
輸
液
管
理
な
ど

共
通
事
項

時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
定
員　

15
人
▼
受
講
料　

無
料
▼
申
し
込
み　

６
月
13
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
受
け
付

け
。
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
ま
た
は
豊
川
市
医
師
会
（
86

局
７
６
０
６
番
）
へ
▼
そ
の
他　

託
児

（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
５
人
ま
で
。

１
人
に
つ
き
１
０
０
円
が
必
要
）
が
あ

り
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
、
受
け
付
け

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙 

立
候
補
予
定
者
説
明
会

市
選
挙
管
理
委
員
会
☎
89
局
２
１
２
３
番

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任
期
満

了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

の
立
候
補
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
15
日
（
水
）
午
前
10
時
か

ら
▼
会
場　

市
役
所
本
31
会
議
室
（
本

庁
舎
３
階
）
▼
対
象　

立
候
補
予
定
者

１
人
に
つ
き
運
動
員
を
合
わ
せ
て
３
人

ま
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
と 

出
店
者
を
募
集

豊
川
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市
民
の
会
事
務
局

☎
89
局
２
１
６
６
番（
清
掃
事
業
課
内
）

日
時　

７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉

会
館
▼
対
象　

市
内
に
在
住
の
18
歳
以

上
の
方
（
高
校
生
・
プ
ロ
の
方
は
出
店

不
可
。
食
品
、
化
粧
品
、
薬
品
、
生
物

な
ど
は
禁
止
）
▼
募
集
店
数　

45
店
▼

出
店
料　

１
千
円
▼
申
し
込
み　

６
月

18
日
（
土
）
午
後
１
時
45
分
か
ら
、
勤

労
福
祉
会
館
大
研
修
ホ
ー
ル
で
、
整
理

券
を
配
布
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

午
後
２
時
か
ら
抽
選
▼
そ
の
他　

申
し

込
み
時
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
北
側
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

大
規
模
小
売
店
舗
設
置
者
の

変
更
届
出
書
の
縦
覧

商
工
観
光
課
☎
89
局
２
１
４
０
番

　

該
当
小
売
店
舗
の
設
置
者
が
配
慮
す

べ
き
事
柄
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
中
に
県
へ
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

８
月
22
日
（
月
）
ま
で
の

執
務
時
間
中
▼
縦
覧
場
所　

県
産
業
労

働
部
商
業
流
通
課
、市
商
工
観
光
課（
北

庁
舎
２
階
）
▼
店
舗　

エ
イ
デ
ン
豊
川

店
、
ニ
ト
リ
豊
川
店

清掃事業課☎89ー2166
　市で用意するダンボールコンポスト一式
を使って家庭で出る生ごみを減量・堆肥化
し、アンケートに協力いただくモニターを
募集します。
応募資格　市内に在住で、できた堆肥を自
家処理できる方 ▼募集人数　10 人 ▼謝礼
　図書カード 1,000 円分 ▼申し込み　往復
はがきに「ダンボールコンポストモニタ

ダンボールコンポスト
モニターを募集

フリーマーケットの開催と出店者を募集
日時　６月 19 日（日）午前 10 時から午後１時まで ▼会場　地域文化広場 ▼募集店数　30 店 ▼対象　家庭にある不用品を出す
方（プロの方は出店不可） ▼申し込み　先着順に受け付け。電話で、タンポポマムへ（午後５時から８時まで） ▼その他　使用
済み切手、牛乳パックの回収も行いますので、ご協力ください ▼問合せ先　タンポポマム（090 － 3444 － 8593）

ー希望」と記載し
て①住所②氏名③
電話番号④世帯人
数―を記入の上、
清 掃 事 業 課（ 〒
442 － 8601 諏 訪
１の１）へ。応募
者多数の場合は抽
選 ▼応募期限　６
月 30 日（木）＝
必着
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７月の無料市民相談 お気軽にお越しください。
市民相談室（市役所北庁舎４階）☎89－2104
市民よろず相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
行政よろず相談（電話相談可）毎週木曜日 13：00～16：00
人権よろず相談（電話相談可） 4・11・25日 13：00～16：00
若者就職相談（予約制）

（予約は☎89－2140） 8日 13：00～16：00
消費生活センター（市役所北庁舎４階）☎89－2238
消費生活相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
多重債務相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
弁護士による多重債務者
相談（予約制） 5日 　9：00～12：00
プリオ窓口センター市民相談室（プリオ５階）☎82－1305
法律相談（予約制）

（予約は☎89－2104） 2・9・16・23・27・30日 13：00～16：00
女性悩みごと相談（電話相談可） 1・15日 10：00～15：00
登記相談 6・20日 13：00～16：00
測量相談 8日 13：00～16：00
建築相談 22日 13：00～16：00
労働相談 14日 13：00～16：00
発明考案相談 7・21日 10：00～12：00
不動産相談 21日 13：00～16：00
若者自立支援相談

（内容などの問い合わせは☎67－3201） 7・21日 13：00～16：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 28日 13：00～16：00
音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 26日 13：00～16：00
御津生涯学習会館☎76－4714（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
行政よろず相談 21日 13：00～16：00
小坂井生涯学習会館☎72－2165（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 19日 13：00～16：00
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 28日 10：00～12：00

健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 13日 13：30～15：30
御津福祉保健センター☎77－1500（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 13日 13：30～15：30
小坂井生涯学習会館☎72－2165（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 19日 13：30～15：30
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
心配ごと相談・知的障害者相談 28日 10：00～12：00
ウィズ豊川☎83－5211（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
内職相談 毎週金曜日 10：00～15：00
聴覚障害相談 12日 13：00～16：00
知的障害者相談 13日  9：00～14：30
障害者就労支援相談（予約制）

（予約は☎0532－69－1323） 14・23日 10：00～15：00
ふれあいセンター☎88－7270（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 13日 13：30～15：30
市役所子ども課（本庁舎１階）☎89－2133
ひとり親家庭相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
子育て支援センター（プリオ５階）☎89－1398・市内各保育園
乳幼児
子育て相談

子育て支援センター 毎週月～金曜日 10：00～18：00
各保育園 毎週火・木曜日 10：00～15：00

少年愛護センター（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－5756
家庭児童相談室（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－1329
児童・青少年相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
心理教育相談室「ゆずりは」（勤労福祉会館）☎88－8033
心理教育相談（予約制） 毎週月～金曜日 13：30～17：30
心理教育相談室「ゆずりは」分室（音羽庁舎４階）☎88－8033
心理教育相談（予約制） 毎週月～木曜日 13：30～17：30
心理教育相談室「ゆずりは」分室（小坂井庁舎２階）☎88－8033
心理教育相談（予約制） 毎週火曜日 13：00～17：00

　

市
・
県
民
税
は
「
所
得
割
」

と
「
均
等
割
」
か
ら
成
り
立

っ
て
お
り
、
昨
年
１
年
間
の

所
得
に
応
じ
て
課
税
し
て
い

ま
す
。
給
与
所
得
者
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

の
方
が
所
得
32
万
円
（
給
与

収
入
97
万
円
）
を
超
え
る
と
、

市
・
県
民
税
の
均
等
割
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
夫
の
扶
養
に

入
る
と
、
夫
の
市
・
県
民
税

は
配
偶
者
控
除
と
し
て
減
額

さ
れ
ま
す
が
、
妻
の
市
・
県

民
税
が
非
課
税
と
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
所
得
が
32
万
円

を
超
え
て
も
、
市
・
県
民
税

が
か
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
扶
養
の
い

る
方
や
、
未
成
年
、
障
害
者
、

寡
婦
（
夫
）
の
方
が
該
当
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
扶
養
に
入
る
条

件
は
、
被
扶
養
者
の
所

得
が
38
万
円
（
給
与
収
入

１
０
３
万
円
）
以
下
で
あ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
は
税
金
上

の
扶
養
条
件
で
あ
り
、
社
会

保
険
な
ど
の
扶
養
条
件
と
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課

（
89
局
２
１
２
９
番
）

ご意見やご要望はこちらへ

お問い合わせ◎秘書課（89‐2121）

パ
ー
ト
勤
務
で
夫
の
扶
養
な

の
に
、
市
・
県
民
税
が
か
か

る
の
は
な
ぜ
で
す
か

◦「市民何でも意見箱」
　市役所、一宮・音羽・御津・小坂井支所、

プリオ窓口センターに設置
◦「市民何でも意見メールボックス」
　市ホームページのトップページから
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◆
入
場
料　

一
般
＝
３
千
円
（
当
日
券

は
３
千
５
０
０
円
）
▽
高
校
生
以
下

＝
２
千
円
（
当
日
券
は
２
千
５
０
０

円
）（
全
席
指
定
）

◆
前
売
券　

６
月
５
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
御
津
文
化
会
館
、
桜
ヶ
丘
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー
ル
、

小
坂
井
文
化
会
館
、
文
化
会
館
で
発

売
◆
問
合
せ
先　

御
津
文
化
会
館
（
76
局

３
７
２
０
番
）　

場
料　

上
表
の
と
お
り

◆
前
売
券　

６
月
12
日
（
日
）
か
ら
、

各
会
場
、各
劇
団
で
発
売
。
た
だ
し
、

「
残
さ
れ
た
夏
へ
」
は
発
売
中

実
行
委
員
会
事
務
局
（
０
８
０

－

４
３
０
２

－

０
５
４
９
）
へ
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
・
作
品
名
・
出
演
・
会
場
・
入

　

地
元
の
劇
団
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
競
い
、
力
の
入
っ
た
演
技
を
披
露

し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
東
三
河
演
劇
祭

演
劇
の
面
白
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

第
２
回
東
三
河
演
劇
祭

第
２
回
フ
ォ
ー
ク
メ
モ
リ
ア
ル

ラ
イ
ブ
in
フ
ロ
イ
デ
ン

日　時 作　品　名 出　演 会　場 入　場　料
８月 ６日（土）14：00 ～
　　　　　　　 18：00 ～
８月 ７日（日）14：00 ～
　　　　　　　 18：00 ～

残された夏へ 伊沢勉、公募によ
る市民のみなさん 文化会館 一般 2,500 円

高校生以下 1,500 円

８月 13 日（土）14：00 ～
　　　　　　　  19：00 ～
８月 14 日（日）14：00 ～

「尖針のメモリ」
～かしわ内科診察中～『今さら』劇団部 御津文化会館

一般 1,500 円
高校生以下 1,000 円

（当日券は 300 円増し）
８月 20 日（土）13：00 ～
　　　　　　　  17：00 ～
８月 21 日（日）13：00 ～
　　　　　　　  17：00 ～

「贋作 山羊の島の
犯罪（仮）」ほか

演劇集団〆切非常
事態＆劇的空間モ
ルフォラ・リッタ

音羽文化ホール
一般 1,500 円
高校生以下 1,000 円

（当日券は 300 円増し）

８月 24 日（水）10：00 ～
８月 25 日（木）10：00 ～ 東三河高校演劇連盟参加校による演劇 御津文化会館 無料

８月 28 日（日）13：30 ～
　　　　　　　  18：30 ～

合唱組曲
「とべないホタル」

豊川親子合唱団た
けのこ 御津文化会館

一般 1,800 円
４歳から高校生まで・
障害者 1,000 円

（当日券は 500 円増し）
９月 10 日（土）18：00 ～
９月 11 日（日）14：00 ～

ミュージカル
「ピーターパン」

劇団Ｍ . Ｍ . Ｃ、
トゥインクルほか 小坂井文化会館 一般 2,000 円

（当日券は 500 円増し）

９月 17 日（土）14：00 ～
　　　　　　　　18：30 ～
９月 18 日（日）14：00 ～

最後の巴戦
 ～八百長なしの
ガチンコ勝負～

劇団豊橋演劇塾、
た っ ぷ く 小 劇 団

（仮）、劇団タハラ
ジャ

御津文化会館 一般 1,000 円
（当日券は 200 円増し）

９月 19 日（月）15：00 ～ こと語り
「戦争の記憶」

清水陸子、坂本昌
彦、杉浦充ほか 御津文化会館 一般 2,000 円

（当日券は 500 円増し）

９月 23 日（金）13：00 ～
９月 24 日（土）13：00 ～
９月 25 日（日）13：00 ～

劇祭
～ All-Day
 Theater ～

伊沢勉、演劇ユニッ
トみっくすふらい、
東三河三座ほか

御津文化会館 一般 2,000 円
（当日券は 500 円増し）

11月 ３日（木）15：00 ～ 窓際のセロ弾きの
ゴーシュ 劇団黒テント 音羽文化ホール

一般 3,500 円
学生 2,500 円

（当日券は一般は 500
円増し）

第
16
回

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
美
術
展

◆
日
時　

８
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時

開
演

◆
会
場　

小
坂
井
文
化
会
館
（
フ
ロ
イ

デ
ン
ホ
ー
ル
）

◆
出
演　

な
ぎ
ら
健
壱
ト
リ
オ
ほ
か

◆
入
場
料　

２
千
円
（
当
日
券
は

２
千
５
０
０
円
）

◆
前
売
券　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
小
坂
井
文
化
会
館
、
桜
ヶ

丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー

ル
、
御
津
文
化
会
館
、
文
化
会
館
で

発
売

◆
問
合
せ
先　

小
坂
井
文
化
会
館
（
78

　

局
３
０
０
０
番
）　

　

郷
土
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
作
品

を
紹
介
す
る
美
術
展
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
95
人

の
作
家
の
作
品
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
会
期　

６
月
17
日
か
ら
26
日
ま
で

（
月
曜
日
は
休
館
）

◆
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で

　

音
楽
シ
ー
ン
の
最
先
端
を
走
り
続
け

る
ト
ッ
プ
ド
ラ
マ
ー
の
演
奏
で
す
。

◆
日
時　

８
月
６
日
（
土
）
午
後
３
時

開
演

◆
会
場　

御
津
文
化
会
館
（
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ル
）

神
保
彰
ワ
ン
マ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ド
ラ
ム
か
ら
く
り 

全
国
行
脚
２
０
１
１

◆
会
場　

桜
ヶ

丘
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

◆
入
場
料　

無

料
◆
問
合
せ
先

　

文
化
振

興
課
（
85
局

３
７
７
５

番
）



（６月16日～７月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。

桜ヶ丘ミュージアム☎85－3775／音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010
御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720／小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

　大正 15（1926）年に御油町で生まれた山本鉄男
は、 働きながら独学で絵を学び、昭和 30（1955）
年に豊橋市民展で特賞を受賞しました。
　彼は、肉体で感じ取った感覚をたいせつに、絵
の具を盛り上げる荒々しいタッチで、情念の世界
を描き続けました。そして、独創的な画風を確立

しましたが、平成６（1994）年に 68 歳で亡くな
りました。
　この作品は、昭和 61（1986）年に起こったチェ
ルノブイリ原発事故を描いたもので、地獄のよう
な危機の中でも、人間の底力で現状を打破して欲
しいという画家の願いが込められています。

南無地獄／1986年

❖山
やま

本
もと

鉄
てつ

男
お

〈Vol.12〉

1926年～1994年

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
フウテンの寅さん ポスター展 ６月16日～30日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
ゆみ水彩画クラブ作品展 ６月16日～30日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
草月流ぐるーぷ紅の会いけ花展 ６月18日～19日 プリオホール 無料、豊川文化協会華道部（西尾）☎84－2106
混声合唱団コール・ヴィオレッタ
第２回演奏会 ６月19日14：00～ 音羽文化ホール 一般500円・高校生以下300円、コール・ヴィオレッタ

（田中）☎88－8254
フロイデン ノイエス コンツァート 
名芸大同窓生による歌とピアノの調べ ６月23日19：00～ 小坂井文化会館 500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、

小坂井文化会館☎78－3000
豊川閣寺宝館 平成23夏季宝物展 ６月24日～９月15日 豊川閣寺宝館 有料、大河戸晩翠「四季の花卉」ほか、豊川閣寺宝館☎85－2030
市民呈茶（宗徧吉田流） ６月25日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会☎89－7082
第６回稲荷寄席 お帰り寅さん ６月26日14：00～ いっぷく亭 2,000円（当日券は500円増し）、いっぷく亭（松山）☎84－0275
ＴＦＭ合唱団第24回演奏会 ６月26日14：00～ 小坂井文化会館 1,000円、ＴＦＭ合唱団（酒井）☎0532－63－7851
能書会展 ７月１日～３日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、能書会（大岩）☎85－0210
Bayson作品展 ７月１日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
豊川フォトクラブ作品展 ７月１日～31日 ウォーキングセンター 無料、豊川文化協会写真部（高橋）☎85－7683
第16回一宮アート展 ７月５日～10日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、豊川文化協会美術部（鈴木）☎93－3574
市民呈茶（宗徧吉田流） ７月９日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会☎89－7082
市民月例茶会（宗徧吉田流・煎茶：売茶流）７月10日10：00～ 地域文化広場 有料、豊川文化協会茶道部☎89－7082
新井民謡ゆかた会 ７月10日10：00～ 御津文化会館 無料、豊川文化協会民謡部（新井）☎75－5414
豊川コール・アカデミー 
第29回定期演奏会 ７月10日14：00～ 文化会館大ホール 一般1,000円・高校生以下500円、豊川文化協会音楽部

（角居）☎84－5564
第17回写郵会写真展 ７月12日～17日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、豊川写郵会（安田）☎78－2629
和から洋への装い工夫展 ７月12日～17日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、竹尾☎86－0880
社団法人中部日本書道会 東三河支部展 ７月13日～17日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、社団法人中部日本書道会（古川）☎86－3677

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
桜ヶ丘ミュージアム 

「初夏におくるチェンバロとヴァイオリン」
６月26日
11：00～・13：30～ 桜ヶ丘ミュージアム 無料、当日会場へ

せせらぎたいむ 
「初めて出会う音ヴィオリラ」 ７月16日14：00～ 音羽文化ホール

（ウィンディアホール）
500円（お菓子・飲み物付き）、６月11日（土）から音
羽文化ホールで前売券を発売
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◦保健センター☎89-0610　◦健康福祉センター☎92-1388　◦音羽福祉保健センター☎88-7723
◦御津福祉保健センター☎77-1500　◦休日夜間急病診療所☎89-0616　◦消防署☎89-0119

◦豊川歯科医療センター☎84-7757　◦救急医療情報センター☎（0532）63-1133

◦保健センター ☎89-0610　　電話番号はよく確かめて

2011. ６. １ー 21

検診車によるがん検診・骨粗しょう症検診（１回目）

 

　「分かっていても、我慢する
のは難しい」「思うように体重
のコントロールができない」「家
族の食生活を考えたい」という
方は、ご相談ください。
日時　６月 28 日（火）９：30
～ 11：30 ▼会場　保健センター

▼対象　食生活に疑問をお持ち
の方 ▼申し込み　電話で、保健
センターへ

　わかば会では、同じような立
場の人たちが集まり、悩みを話
したり聞いたりしながら、認知
症という病気をさまざまな面か
ら学び合っていきます。
日時　６月 21 日（火）13：30
～ 15：00 ▼会場　保健センター

▼対象　介護者、認知症高齢者
に関心がある方 ▼申し込み　当
日、会場へ

認知症を学ぶ会「わかば会」

食べ方と栄養の相談

期　日
会　場

午　前 午　後
（乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症検診だけ）

７　

月

20日（水） 桜ヶ丘ミュージアム 　　  ―
21日（木） 保健センター 保健センター
22日（金） 小坂井生涯学習会館 　　  ―
23日（土） 桜ヶ丘ミュージアム 保健センター
24日（日） 保健センター 桜ヶ丘ミュージアム
25日（月） 健康福祉センター 保健センター
26日（火） 音羽福祉保健センター 　　  ―
27日（水） 保健センター 小坂井生涯学習会館
28日（木） 御津生涯学習会館 　　  ―

期日・会場　下表のとおり ▼内
容・対象・負担金　胃がん検診
＝ 40 歳以上の方＝ 1,700 円 ▽

大腸がん検診＝ 40 歳以上の方
＝ 300 円 ▽ 乳がん検診＝ 40 歳
以上の女性＝ 1,500 円 ▽子宮頸
がん検診＝ 20 歳以上の女性＝
1,100 円 ▽ 骨粗しょう症検診＝
30 歳以上の方＝ 500 円 ▽ 前立
腺がん検診＝ 50 ～ 69 歳の男性
＝ 500 円 ▼申し込み　６月 28

日（火）８：30 から、先着順
に受け付け。直接、または電話

（95 － 0075）で、保健センター
へ ▼その他　申し込みをした方
には、後日郵送で、詳細をお知
らせします。また、乳がん・子
宮頸がん・前立腺がん検診の受
診間隔は、２年に１回です。詳
しいことは、広報「とよかわ」
４月１日号に折り込みの「ほけ
ん特集号」をご覧ください

　市内の体操グループの皆さん
が、日ごろの活動の成果を発表
する場として、「健康体操の集
い」を開催します。この健康体
操の集いは今年で 27 回目にな
ります。
　今年は、11 月 19 日（土）午
前中に総合体育館で開催します。
参加を希望するグループの方は、
６月 30 日（木）までに電話で、
保健センターへお申し込みくだ

「健康体操の集い」参加グループを募集

さい。対象は、日ごろから健康
体操を行っており、当日までの
準備などの運営に協力できるグ
ループです。また、当日はなる
べく最後まで参加してください。
なお、発表時間は入退場を含め
て、１グループ５分以内とさせ
ていただきます。
　毎年参加しているグループは
もちろん、初参加のグループの
申し込みもお待ちしています。

健康診査・予防接種委託医療機関が増えました
　「ほけん特集号」（広報「とよかわ」４月１日号折り込み）に
掲載しました健康診査・予防接種委託医療機関について、代田
町・とりやまクリニック（80 － 2850）が新たに加わりました。
健康診査などの項目については、お問い合わせください。
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幼児健診

受付時間　13：00 ～ 13：30 ▼申し込み　当日、会場へ ▼その他　
１歳６カ月児健診ではフッ素塗布が、３歳児健診では尿検査があり
ます。２歳児歯科健診でフッ素塗布の希望者は、640 円（おつりの
いらないように）が必要です

期日・会場 対　　　象 持　ち　物

１歳６カ月児
健診

６月 29 日（水） 21 年 12 月 11日から 20 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター

７月  ７ 日（木） 21 年 12 月 21日から 31 日
までに生まれた子ども保健センター

７月 19 日（火） 22 年 １月  １日から 10 日
までに生まれた子ども保健センター

２歳児歯科健診

６月 22 日（水） 21 年 ６月 11日から 20 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター

６月  30 日（木） 21 年 ６月 21日から 30 日
までに生まれた子ども保健センター

７月 12 日（火） 21 年 ７月  １日から 10 日
までに生まれた子ども音羽福祉保健センター

３歳児健診

６月 23 日（木） 20 年３月 11日から 20 日
までに生まれた子ども ・目と耳の検査用紙

（自宅で実施し、受
付時に提出）
・採尿容器（自宅で
採尿し、受付時に
提出）

音羽福祉保健センター

７月 ５ 日（火） 20 年３月 21日から 31 日
までに生まれた子ども保健センター

７月 13 日（水） 20 年 ４月１日から 10 日
までに生まれた子ども保健センター

　 ▼母子健康手帳、赤ちゃんノートの健康診査票、筆記具をお忘れなく。
　 ▼受診日や会場の都合が悪い方は、保健センターへご連絡ください。

プレママ交流会

　妊娠中に、これからお母さん
になる仲間をつくりましょう。
期日・会場　６月 14 日（火）
＝音羽福祉保健センター ▽６月
15 日（水）＝健康福祉センター

▼受付時間　９：45 ～ 10：00
▼対象　妊婦とその家族の方 ▼

持ち物　母子健康手帳 ▼申し込
み　当日、会場へ

育児相談

　子育てで、ちょっと困った、こ
こが心配。そんな時、お気軽に相
談を。
　期　　日　　　会　　場
６月14日（火）	 音羽福祉保健センター
６月15日（水）	 健康福祉センター
６月27日（月）	 保健センター
受付時間　９：30 ～ 10：30 ▼

内容　育児・生活習慣の相談、
体重測定など ▼持ち物　母子健
康手帳、乳児の場合はバスタオ
ル ▼申し込み　当日、会場へ

子ども栄養相談

日時　６月 10 日（金）13：30
～ ▼会場　保健センター ▼相談
員　小児科医、栄養士 ▼対象　
肥満傾向や食事などについて心
配のある入学前の子どもとその
保護者 ▼定員　２～３人 ▼申し
込み　電話で、保健センターへ

心の健康相談「ポラリス」
日 時　 ６ 月 20 日（ 月 ）
13：30 ～ 15：40（１人１
時間程度） ▼会場　保健セ
ンター ▼内容　保健師によ
る心の相談 ▼申し込み　電
話で、心の電話相談専用電
話（95 － 0783）へ



広　告

　赤塚山公園は市民が気軽に集い、ふるさとの身近な自然を楽しめる公園です。東三河唯一の淡水
魚水族館である「ぎょぎょランド」や「水の広場」など誰もが楽しめる施設があり、県外からも多
くの来園者があります。
　園内の「アニアニまある」では、ロバ、ポニー、ヤギなどのかわいい動物と触れ合うことができ
ます。中でも最近注目を集めているのは２頭のミニブタで、名前は白色が「ミルク」で黒色が「コ
コア」です。２頭の体重は、現在約 8 ㌔で大きく
なっても 40 ㌔程度の小型種です。園内を散歩す
ることもあるので、運がよければ散歩中の２頭に
会えるかもしれません。
　また、「花しょうぶ園」には約 100 種 5,000 株
のハナショウブがあり、６月１日から 20 日まで

「花しょうぶまつり」を開催します。６月 18 日
（土）・19 日（日）・25 日（土）・26 日（日）には「花
しょうぶまつり観光物産展」を開催します。かわ
いいミニブタたちを見がてら、ぜひお出掛けくだ
さい。

赤塚山公園のかわいいミニブタとハナショウブ
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